










要約

不妊治療において有効性が高いことから、最近 hMG(human menopausal gonadotropin)製

剤の使用頻度が高くなり、その結果多発排卵による多胎妊娠が増加している。多胎妊娠は

医学的あるいは社会的問題を多く含むので、hMG 療法において高い妊娠率を保ちながら、

多胎妊娠を防止する投与方法の検討が切望されている。

そこで本年度の事業では、多胎防止のための排卵誘発剤の最適使用法の研究の一環として、

不妊症治療におけるhMG 製剤を用いた排卵誘発時(体外受精胚移植を除く)の多胎妊娠の発

生状況を把握し、日本での多胎防止に対する取組の現状を知るため、大学病院を中心とし

た全国の主要病院を対象にして、アンケート調査を実施した。

施設別調査票を作成し､全 80大学病院およびその他の 13 病院の合計 93 施設にアンケート

調査依頼を行い、44施設(47.3%)から回答を得た。

その結果をまとめると、一般の排卵誘発治療における多胎率は、hMG を使用したものは

24.6%と、内服剤によるもの(3.0%)と比較して有意に高率であった。hMG 治療による多胎

の胎数別発生率は、双胎 21.8%、3 胎 2.2%、4 胎 0.2%、5 胎 0.4%であり、産科臨床的に極

めて問題が多い 3胎以上の率は 2.8%であった。

次に多胎防止のための hMG 療法の改善については、各施設で様々な試みを行っているがい

ずれの施設でも統計的に有用性を明確にしえた報告はなかった。そのためと思われるが、

ほとんどの施設で排卵誘発法の工夫による多胎防止は重要であり、それに向けて努力が必

要であることを認識しつつも、現状では困難であり、多胎の発生はやむをえないと考えて

いた。

一方、多胎発生後の減数手術に関しては、賛成 36.4%、詳細な検討が必要 15.9%、反対 15.9%

であり、意見をまとめると全体としては、不妊治療において多胎防止の努力を行い、やむ

をえない場合に実施するとするとの意見に集約できるか思われる。以上から、現状では有

効な多胎の防止策はないが、様々な検討が行われており、その中で FSH-GnRH パルス療法

など有用と思われる方法があるので、次年度に検討すべき課題と思われた。


